
地区SS隊「ブラック・スピア隊J発隊式

1 0月 18日（日） 北野神社北門前（平野神社前を東に）17: 50集合

発隊式 18:00 班編成 服装 制服着用（野外ですから防寒着も）

隊集会 19:00 わら工章に挑戦 持ち物ナイフ・はさみ・軍手・筆記具

解散 22:00 当日、制服をスマートに着用し、時間に遅れないように。

参加の申込者 徳岡龍彦西脇淳人八木立夫伊藤良崇出口活平

技 能 章 の 取 得 者 （ 9月末現在）

救急童ν17＝徳岡龍彦西脇淳人八木立夫伊藤良崇

珠算章9/24＝西脇淳人

カヌー章については、 SSラリー参加者は感想文（原稿用紙3枚以上）の

提出で申請できるので、早急に提出の事（現在出口君のみ提出済）

今後の技能章講習会案内

手話章 10月25日（臼）および11月8日（日）いづれも13:00～16:00
場所仏光寺（南門より入る＝高辻通東洞院東入る北側）
講師西田道子先生（手話通訳者）
参加費 1,000円（テキスト代を含む）
参加申込者徳岡龍彦西脇淳人八木立夫伊藤良崇出口浩平
当日、制服をスマートに着用し、時間に遅れないように。

文化財保護章・天文章 11月22～23日現地集合午前9時受付、現地解散午後4時
場所奈良市朱雀4-3-2「カトリック野外礼拝センターJ
参加費 3,300円（食費・資料代・星座板）申込時に納入
事前課題文化財保護章細目②をレポートにまとめて持参する。
申込み 10月末までに地区へ提出ですから、それまでに希望者は隊長へ。

[ ？.~ 月の活動報告 i
第3回日本ベンチャー’ 92（シニアースカウト大会） 8月3～10日滋賀県他

参加者西脇淳人八木立夫出口活平伊藤良崇

害事轟自轟轟 12託研
B S隊の隊長代理でSS隊機関誌が 6～9月まで4ヵ月分ストップ。久々の登場です。

1 0月隊集会案内
日 10月 18日（日）

テーマ ー「カワセミ・ハイクJ
場所剥島町京都大学演習林

内容川中行脚（10:30～14:30由良川 ～＇~誠一－
の源流を5陥程歩く）点ト二民京

集合 08：羽各自自宅待機。 ~＇：：？~＂！.密
交通 隊長の自家用車にて現地へ。 お！このハ相のパドルさばき↑

解散 17:00各自自宅。 直下ろにフ’ラック・スピア隊の轄隊式に出弓れるよう準備。

服装長袖。長ズボン。チーフ（30周年のグリーン色のもの）。 aオル

持ち物弁当（防水加工の入れ物に入れて来る）。水筒。水泳パンツ。軍手シ1つらじまた
は鮎足袋（＝滑り止めの履物。どちらもなければ、荒縄4m）。着替え一式。（出発
地に置いておく。全身濡れても帰りは乾いたものを着て帰れるように）

準備品救命胴衣各自1着分。救助用ロープ。救急用真。ガスコンロ。
参加予定者八木立夫出口浩平伊藤良崇角井輝信ASSL末吉央伯SSL

（更に参加希望者は電話で隊長宅まで）

今後の日程一覧
1 0月 18日（日）08:30～隊集会 18:00～地区SS隊発隊式
1 0月25日（日）13:00～手話章講習会 19:00～上進式（全員参加）
1 1月 8日（日）13:00～手話章講習会
1 1月 14日（畠＋19:00～報恩講（全員参加）

同 21 :00～S S入隊式（パラシユート・ハイク）
1 1月22日～23日09:00～文化財保護章・天文章講習会
1 2月20日（日）09:00～16:00団行事（SS20周年）SS隊イベント担当
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作文コンテスト
優秀作昂発表

隊長としては、これでも少しもの足りまぜんが、
さんぱちSS諸君に、文章表現と作文構成の勉強に
と掲載いたしました。 び。

第
三
回
シ
ニ
ア
l
ス
カ
ウ
ト
大
会
の

開
催
に
先
駆
け
て
、
参
加
ス
カ
ウ
ト
に

よ
る
事
前
応
募
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
佳
作

わ
れ
ま
し
た
。

・

d

「
何
故
い
ま
ス
カ
ウ
テ
イ
ン
グ
が
私
に

．

必
要
か
』
を
テ
ー
マ
に
シ
ニ
ア
l
ス
カ

ウ
ト
た
ち
の
体
験
や
考
え
を
募
り
、
審
．

査
の
結
果
優
秀
作
品
一

編
、
佳
作
三
編

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

「
何
故
ス
力
ウ
テ
ィ
ン
グ

が
私
に
必
要
か
」
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宿
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国
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日
本
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と
い
わ
れ
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い
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し
ょ
う
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？
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・フ
で
す
「
必

uh
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で
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。
人
々
は
山
下
朕
や
地
位
・
ヤ
れ
戸
合
手
に

入
れ
る
ゐ
に
毎
日
を
生
き
、

と
き
に
は
他
人

を
落
と
し
入
れ
て
で
も
そ
の
日
的
合
述
成
し

よ
う
と
し
ま
す
。
そ
ん
な
附
の
小
で
ド
と
ん
ど

ん
火
わ
れ
て
い
く
の
が

「
本
吋
の
ぷ
昧
で
の

集
問
行
動
」
そ
し
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寸
我
慢
を
す
る
、
」

t
」
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も
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は

例
人
例
人
が
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H
党
を
持
つ

て
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、

一
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組
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そ
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集
川
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慌
り
上
げ
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そ
う
い
う
州
切
で
あ
る
べ
き

だ
と
忠
・
フ
の
で
す
。

そ
の
よ
う
な
印
刷
を
実
践
で
き
る
場
が
、

日
分

と
っ
て
は
ス
カ
ウ

i古
到j

な
の
で
す

自
分
て
諜
題
を
想
定
し
て
そ
れ
に
’川
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つ
て

労

h
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解
決
で
き
な
い
時
に
は
仲
川
述
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指
導
朽
が

一
緒
に
労
－M
し
て
く
れ
る
、

こ
そ
が
点
の
集
川
行
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は
な
い
．
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ょ
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か
ワ

’H
分
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．
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こ
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優
秀

大
串
太

（
東
京
・
新
宿
第
十
四
団
）

中
島
龍
一

（
葉
県
・
台
東
第
七
回
）

三
好
栄
充

（
富
山
・
高
岡
第
二
十
四
回
）

北
山
峰
生

（
大
阪
・
富
田
林
第
二
図
）

太で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

自
分
に
何
故
ス

カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
が
必
要
な
の
か
を
そ
の
二
点

か
ら
兄
つ
め
位
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

円
常
生
前
の
小
で

「集
団
行
動
」

t
い
う

む
の
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E
．
裂
な
市
川
則
単
位
で
あ
り
、

集
刊
行

引
の
で
き
な
い
者
は
社
会
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牛
．
き
て
い
く
・
』

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
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は

「
社
会
」

t
い

う
も
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が
で
き
て
い
く
過
程
、
て
生
ま
れ
た
不

集

M
行
動
を
行
う
均
に
は

一
人
ひ

t
り

が
状
地
す
る

t
い
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
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の
「
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技
能
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」
そ
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わ
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ら
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た
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た
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．
で
し
ょ
う
か
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か
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ま
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。

食
院
は
た
く

さ
ん
あ
る

合
い
さ
え
あ
れ
ば
何
で
も
子
仁
入

る

そ
の
よ
う
な
附
の
小
に
生
き
て
い
れ
ば

仇川市仙
の
弱
い
人
間
の、』

t
、
技
悦
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
る
の
は
中
l
然
の
・
』
と
な
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、

そ
れ
で
は
、
本

能
の
お
も
む
く
が
ま
ま
に
生
き
て
い
る
他
の

動
物
と
な
ん
ら
か
わ
り
は
な
い
の
で
す
。
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「投叫
ほ
す
る
こ
と
」
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、

ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
の
お

か
げ
て
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

遊
び
た
い

け
ど
我
限
、

休
み
た
い
け
ど
我
慢
、

騎
ぎ
た

い
け
ど
我
慢
、
当
た
り
前
の
、
』

t
だ
け
ど
「技

慢
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
人
川
に
と
っ
て
半

い
こ
と
で
す
。

し
か
し
、

l
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x
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d
σ
．4ゆ
眠
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・カ・
ι

い
え
ば
、

き
ち
ん
と
ス
カ
ウ
ト
前
川
仰
を
す
る

こ
と
で
身
に
つ
く

t
思
い
ま
す
。
む
し
、
今

以
上
に
ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
が
世
間
に
広
ま
れ

ば
「
今
の
子
ど
も
は
我
慢
が
で
き
な
い
」

t

い
う
批
判
も
少
し
は
変
わ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

…

叶

λ
’いい
、

1
ty

－－l』

述
べ
た
二
つ
の
問
山
か
－
b
考
え
る

優秀．佳作に対してそれぞれユニフォー

ム、活動鷲各一着が贈られます。また、優

秀賞を受賞した大串太一君に対しては、海

外派遣事業に応募した場合は、選考の際、

今回の受賞も考慮されます。
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と、

円
分
は
い
ま
だ
に
ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
を

暗”a
F
 

完
全
に
理
解
し
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

が

そ
れ
ほ
ど
ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
も
の
は

げ．．
 

ん
奥
深
い
ら
の
な
の
で
し
ょ
う
。

かamw
 

今
、
ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
は
円
分
の
ふ
れ
て
で

が

す
。
自
分
ぞ
鍛
え
る
ね
に
も
、
他
人
ケ
助
け
る

M

人
間
に
な
る
為
に
ら
、
そ
し
て
、
ス
カ
ウ
テ

付

イ
ン
グ
を
よ
り
涼
〈
理
解
す
る
為
仁
も
、

白

品”A
F
 

分
に
は
ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
が
必
要
な
の
で
す
。
が

内
分
は
、
た
く
さ
ん
の
友

学

説

的

に

日

つ
く
る
こ
と
、
技
能
を
併
〈
均
に
労
h
け
す
る

品”が

こ
と
、

山
分
て
れ
分
の
前
引
を
計
州

・
実
行

県a
F
 

す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
み
ん
な
で
力
を
A
円わ
A
昨

“
 

せ
て
物
ん中，

作
…の
大
い中
な
賊
と
な
る
．
火
切
な
市
，
を
ス
カ
ウ

品”
 

Am”
 

テ
ィ
ン
グ
を
就
け
て
い
る
お
か
げ
で
学
ぶ
・
』

捗

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
ス
カ
ウ
ト

日

活
動
を
続
け
て
、
ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
か
ら
学

抄
凶－

ベ
る
全
て
の
こ

t
を
学
ぼ
う

t
思
い
ま
す
。

暗”Am
・

ま
た
、
ス
カ
ウ
テ
ィ
ン
グ
を
見
つ
め
直
す
こ

品”

と
で
中
一
じ
た
問
題
も
、
こ
れ
か
ら
の
前
副
を

付

税
け
て
い
く
上
で
結
論
守
山
し
、
ス
カ
ウ
テ

暗”が

ィ
ン
グ
を
完
全
に
理
解
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。
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A
m
・

変
の
行
ハ
別
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

t
し
A
M
S
し、

引
点
の
か
な
り
の
数
の
集
団
行
動
が
そ
の

主
旨
か
ら
は
ず
れ
て
い
ま
す
。

例
を
と
る

と

一
時
期
プ
l
ム
に
な
っ
た

「
枝
川
の

厳
し
す
ぎ
る
学
校
し
も
そ
の
一
つ
だ
と
忠

い
ま
す
。

本
米

学
校

t
い
う
も
の
は
生

山
山
述
の
子
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
、

l
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l
－
 

－
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・凶手仙明、，．

年
・

ふれ校

t
い
っ
た
よ
う
に
、

本
当
の
立

川
町
て
の
集
刊
行
動
が
行
な
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、

今
は
は

t
ん
ど
の
学
校
が

教
川
の
乎
に
よ
っ
て
述
営
さ
れ
、
生
徒
は

進
学
の
ね
に
勉
強
す
る
の
み
で
す
。

そ
f L 

は
、
教
川
が
．
忠
い
の
で
は
な
く
、
., 
f I 
う〉

の
こ
と
は
自
分
て
や
る
」

と
い
う
出
た
り

山川の喝』

t
を
忘
れ
て
い
る
生
徒
が
．
忠
い
の

で
す
。

「本
当
の
立
時
て
の
集
凶
行
動
」

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
す
ば

ら
し
い
機
会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
、
』
と
に

心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


